
ちば県議会だより  令和2年［2020年］2月5日（水曜日）

県土整備常任委員会 文教常任委員会

　10月25日の大雨により被害が発
生した西印旛沼の漏水の応急対策と
して、半月型に土のうを積み、そこに
水をためることで水圧を弱め、漏水
口が広がることを防ぐ水防工法（月
の輪工法）について調査しました。

　県立中央図書館および県立青
葉の森公園内の新県立図書館等
複合施設建設予定地の現状につ
いて調査しました。

水防工法
（月の輪工法）の調査

新県立図書館の
整備に向けて

調査先：高崎川、西印旛沼（佐倉市） 調査先：県立中央図書館、新県立図書館等複合施設建設予定地（千葉市中央区）

調査日：令和元年12月12日（木） 調査日：令和元年12月13日（金）

常任委員会では、それぞれの所管する事項の審査の参考とするため、現場に出向いて調査活動を行っています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。常任委員会活動報告

西印旛沼において水防工法（月の輪工法）の説明を受ける委員 建設予定地の現状について説明を受ける委員

千葉県  常任委員会　 検索

問
　
被
災
者
へ
の
住
宅
再
建
支
援
等

に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

今
回
の
災
害
で
は
、
約
6
万
棟
の

住
宅
が
一
部
損
壊
と
認
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
「
も
う
一
度
立
ち
上
が
ろ
う
」

と
い
う
被
災
者
の
気
持
ち
を
後
押
し

す
る
た
め
、
県
で
は
、
国
の
交
付
金
等

の
上
限
30
万
円
に
、
県
独
自
の
上
乗
せ

を
行
い
、
被
災
者
に
対
し
最
大
で
50
万

円
の
支
援
を
行
う
新
た
な
助
成
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
の
助
成
の
対
象
外
と

な
る
一
部
の
住
宅
に
も
支
援
を
行
う
な

ど
、
助
成
対
象
の
拡
充
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
生
活
再
建
が
迅
速

か
つ
円
滑
に
進
む
よ
う
、
市
町
村
の
相

談
窓
口
へ
の
職
員
派
遣
や
、
住
宅
修
理

を
必
要
と
さ
れ
る
人
に
対
す
る
、
関
係

団
体
を
通
じ
た
業
者
の
紹
介
な
ど
、
引

き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

住
　
　
宅
　
　
編

議会トピックス ～災害支援特集～ 今回の質問の中から災害支援に関する話題をお届けします。

問
　
農
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
般
の
台
風
等
に
よ
る
被
害
は
、

県
内
の
広
域
に
わ
た
っ
て
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
甚
大
な
も

の
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
農
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
厚
い

支
援
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
特
に
被
害
が
多
か
っ

た
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
等
の
再
建
・

修
繕
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
国
が
行

う
補
助
に
従
来
よ
り
も
多
い
上
乗
せ

を
行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
の
骨
組
み
な
ど
の
強
化
を
行
う

経
費
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
上
乗
せ
を

す
る
。

　

こ
の
他
、
ビ
ワ
園
へ
の
進
入
路
を
ふ

さ
ぐ
倒
木
の
除
去
や
、
長
期
の
停
電
等

で
死
亡
し
た
家
畜
の
補
充
に
対
す
る

支
援
、
経
営
の
再
建
に
必
要
な
資
金
の

無
利
子
貸
し
付
け
な
ど
も
行
う
。

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
被
災
農
業
者

に
、
支
援
策
が
早
く
正
確
に
伝
わ
る
よ

う
努
め
る
と
と

も
に
、
農
業
者

の
速
や
か
な
経

営
再
建
に
向

け
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で

い
く
。

農
　
　
業
　
　
編

問
　
水
産
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　

水
産
業
に
お
い
て
も
暴
風
雨
や
波

浪
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
多
く
の
施
設

や
漁
船
、
漁
港
が
被
災
し
、
特
に
富
津

市
か
ら
南
房
総
市
に
か
け
て
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
漁
協
の
漁
具
倉

庫
な
ど
共
同
利
用
施
設
の
復
旧
に
つ
い

て
、
国
の
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
国
の
事
業
対
象
と
な

ら
な
い
漁
協
直
営
食
堂
や
漁
船
な
ど
に

つ
い
て
も
、
県
独
自
で
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
漁
港
に
つ
い
て
は
、
損
壊
し

た
防
波
堤
等
の
修
繕
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

県
で
は
、
関
係
市
町
や
関
係
団
体

と
連
携
し
て
漁
業
関
係
施
設
の
一
日
も

早
い
復
旧
を
進
め
、
漁
業
者
が
被
災

を
乗
り
越
え
て
、

漁
業
活
動
を
再

開
し
、
力
強
い

産
地
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ

う
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

水
　
産
　
業
　
編

問　

来
年
以
降
、
規
模
の
大
き
な
台
風

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
予
防
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

県
庁
全
体
で
危
機
意
識
を
共
有

し
、
市
町
村
へ
の
情
報
連
絡
員
の
迅
速

な
派
遣
、
県
・
市
町
村
の
保
有
備
蓄
物

資
の
情
報
共
有
、
倒
木
除
去
に
係
る

協
定
の
締
結
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

台
風
15
号
等
の
対
応
を
踏
ま
え
、

災
害
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
た
め
、

県
営
水
道
給
水
区
域
11
市
と
は
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
す
る
の
か
。

答　

各
市
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化

に
向
け
、
当
時
の
状
況
等
を
共
有
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
応
急
給
水
や
情

報
共
有
の
方
法
な
ど
、
よ
り
良
い
体
制

の
構
築
を
検
討
す
る
。

問　

千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
計
画
に
す
る
の
か
。

答　

新
た
な
基
本
計
画
は
、
本
県
に
お

け
る
児
童
虐
待
防
止
対
策
を
体
系
的

に
ま
と
め
た
、
基
本
的
か
つ
総
合
的
な

計
画
と
す
る
予
定
で
あ
り
、
児
童
虐
待

の
防
止
、
児
童
相
談
所
の
強
化
、
社
会

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
す
る

家
庭
的
養
育
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
3
つ
を
柱
と
し
て
、
具
体
的
な

取
り
組
み
や
数
値
目
標
等
を
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
。

問　

台
風
15
号
等
で
損
壊
し
た
家
屋

の
撤
去
が
、
今
後
、
市
町
村
に
お
い
て

本
格
化
し
て
い
く
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

台
風
15
号
お
よ
び
19
号
に
よ
る

損
壊
家
屋
の
解
体
費
用
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
も
国
へ
要
望
を
行
い
、
全
壊
に

加
え
半
壊
家
屋
も
国
の
補
助
対
象
と

な
っ
た
。

　

県
で
は
、
損
壊
家
屋
の
撤
去
に
係

る
事
務
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

過
去
の
事
例
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

や
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

市
町
村
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
適
切

に
支
援
し
て
い
く
。

問　

台
風
被
害
を
受
け
た
本
県
に
お

い
て
、
宿
泊
料
金
な
ど
を
割
り
引
く

ふ
っ
こ
う
割
の
実
施
見
込
み
は
ど
う

か
。

答　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
ふ
っ
こ

う
割
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
完
了
の
事

業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
議
決
後
、
速
や

か
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問　

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
復
旧
を
支

援
す
る
事
業
に
お
い
て
、
12
月
3
日

に
発
表
さ
れ
た
、
国
の
新
た
な
支
援

策
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
。

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

答　

借
り
て
い
る
、
ま
た
は
、
貸
し
て

い
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
が
、
支
援
の
対

象
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
支
援
策
な
ど
を
記

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
農

協
の
広
報
誌
に
折
り
込
む
な
ど
に
よ

り
、
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

流
域
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
従

来
の
特
別
会
計
か
ら
地
方
公
営
企
業

法
の
特
別
会
計
に
移
行
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
は
何
が
変
わ
る

の
か
。

答　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
特

別
会
計
は
、
複
式
簿
記
に
よ
り
取
引

が
記
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
貸
借
対
照

表
や
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表

が
作
成
さ
れ
、
現
在
の
保
有
資
産
の
価

値
や
、
企
業
債
等
の
負
債
の
状
況
な
ど
、

事
業
全
体
の
経
営
状
況
が
よ
り
明
確

に
な
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
は
、
ど
の
よ
う
な
学
校
に
配
置
す

る
の
か
。

答　

災
害
発
生
後
、
休
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
学
校
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
過
密
に
な
っ
た
り
、
補
習
授
業
等
で
、

教
職
員
に
大
き
な
負
担
が
掛
か
っ
て
い

る
状
況
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

要
望
が
あ
っ
た
学
校
に
配
置
し
て
い
く
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

主な質疑から
各常任委員会の


